
募募

集集

寄寄

付付
（（
２２
万万
円円
以以
上上
））

あ
な
た
も
大
修
理
の
終
わ
っ
た
重

要
文
化
財
の
建
物
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

開
催
期
間
…
春
と
秋
２
回
ず
つ
、
年

４
回
、
４
年
間
で
１６
講
義

場
所
…

飯
高
寺
講
堂
ほ
か

内
容
…
飯
高
寺

や
そ
の
周
辺
の
歴
史
や
自
然
の
ほ

か
、
匝
瑳
市
の
特
徴
的
な
歴
史
や
自

然
が
テ
ー
マ
。
テ
ー
マ
毎
に
専
門
の

講
師
を
迎
え
、
時
に
は
現
地
を
散
策

し
な
が
ら
講
義
を
受
け
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
先
進
地
の
視
察
研
修

も
あ
り
ま
す
。
受
講
料
…
無
料

定

員
…
２０
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
…
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

八
匝
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
で
は

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
…
小
学
生（
３
年
生
以
上
）
期

間
…
５
月
２７
日（
日
）〜
平
成
２０
年
３

月

活
動
日
…
毎
月
第
１
・
第
３
・

第
４（
あ
れ
ば
第
５
）日
曜
日

会
場

…
八
匝
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
教
室

（
八
二
中
近
隣
）
費
用
…
教
材
費
年

間
５
、
０
０
０
円
程
度

募
集
人
数

…
５０
人

活
動
内
容
…
基
礎
工
作
、

ア
イ
デ
ア
工
作
、
応
用
工
作
、
移
動

教
室
、
県
発
明
考
案
展
へ
の
応
募
な

ど

申
込
方
法
…
４
月
中
旬
に
各
学

校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
込
書
を
利
用

問
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
Ｙ
Ｊ
Ｃ
）
と
は
、
子
ど
も
会
の
組

織
の
中
に
あ
り
、
子
ど
も
達
の
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
役
と
し
て
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
る
た
会
、
キ
ャ
ン
プ
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど
の
子
ど
も
会
行
事
を
通

し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
や

自
信
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
…
中
学
生
、
高
校
生

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
…
生
涯
学
習
課
!

７３
・
０
０
９
７

春
の
ひ
と
と
き
、
匝
瑳
市
内
の
自

然
に
ふ
れ
な
が
ら
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
サ
ワ
ガ
ニ
、
野
草
な

ど
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
…
小
学
生
〜
一
般
（
親
子
・
家

族
な
ど
）
期
日
…
４
月
２１
日
（
土
）

９
時
〜
１５
時

※
荒
天
中
止

受
け

付
け
…
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
第
１
会
議
室
）
方
面
…
市
内
里
山

ほ
か

持
ち
物
…
水
筒
、
昼
食
、
雨

具
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
な
ど

定

員
…
２
５
人

参
加
費
…
無
料

申

し
込
み
…
４
月
１３
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

※

当
日
の
実
施
判
断
確
認
は
７
時
３０
分

以
降
同
課
ま
で
。

▽
八
日
市
場
小
学
校
と
匝
瑳
小
学
校

へ
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
八
日
市
場
店
か
ら
図
書
券
合
わ

せ
て
８
万
円
分
▽
社
会
福
祉
協
議
会

へ
七
宝
焼
Ｂ
サ
ー
ク
ル
さ
ん
か
ら
３

万
５
千
円
、
東
総
藤
丸
会
・
代
表
林

信
一
さ
ん
か
ら
３
万
円

檀
林
大
学
第
２
期
生
募
集

発
明
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

新
入
会
員
募
集

第
１
回

自
然
観
察
会
参
加
者
募
集

短

歌

小
林
信
夫
推
薦

早
朝
を
誰
を
乗
せ
し
や
救
急
車
静
寂
を
破
り
家
裏
を

過
ぐ

市
原

弘

う
つ

去
年
の
夏
友
と
登
り
し
茶
臼
岳
テ
レ
ビ
に
映
る
を
懐

か
し
み
見
る

椎
名
か
ね
子

お
さ
な
な
じ

み
ち
ば
た

五
十
年
ぶ
り
と
幼
馴
染
み
は
声
か
け
き
て
道
端
に
立

ち
話
つ
き
な
し

日
色

和
江

た

あ

さ

げ

新
米
の
炊
き
上
り
た
る
湯
気
の
香
を
か
ぎ
つ
つ
朝
餉

の
支
度
と
と
の
う

鈴
木

和
子

十
年
も
飲
み
続
け
た
る
薬
な
れ
ど
色
で
見
分
け
て
そ

の
名
覚
え
ず

太
田

勇

つ
ま

新
し
き
制
服
着
た
る
我
が
息
子
亡
き
夫
と
重
な
る
出

初
の
式
に

住
母
家
み
さ
ほ

も
う

夫
の
武
運
祈
り
詣
で
し
香
取
の
宮
今
日
友
と
来
ぬ
か

の
日
心
に

土
屋

静
枝

黙
祷
と
社
歌
に
始
ま
り
し
満
鉄
会
も
今
日
に
て
終
る

惜
し
ま
れ
つ
つ
も

森
川

梅

川
口
城
司
推
薦

荒
れ
し
世
の
人
の
こ
こ
ろ
に
ひ
び
か
へ
と
わ
れ
ら
歌

へ
り
さ
く
ら
と
花
を

熱
田
千
代
子

ど
っ
さ
り
と
土
ご
と
冬
の
草
は
げ
ば
見
え
て
水
仙
の

み
ず
み
ず

芽
の
瑞
し

伊
橋

良
子

こ

げ

ら

小
啄
木
鳥
ま
た
廻
り
来
り
て
わ
が
屋
敷
木
を
打
つ
音

の
今
日
絶
え
間
無
し

小
川

知
至

俳

句

西
野
棠
雨
推
薦

鳥
帰
る
還
る
あ
て
な
き
北
領
土

椎
名

よ
ね

岩
礁
に
お
ど
る
白
波
鳥
帰
る

伊
藤

さ
く

し
ゅ
ん
ち
ゅ
う

春
昼
や
電
工
の
声
空
を
飛
ぶ

吉
野

ヨ
シ

は

っ

ぴ

棟
梁
の
紺
の
法
被
や
梅
日
和

太
田
三
樹
夫

た
ん
ぽ
ぽ
に
雲
や
わ
ら
か
く
生
れ
け
り
中
村

和
子

く
く

花
菜
束
藁
一
本
に
括
ら
る
る

石
毛

浩
子

餅
草
や
二
本
の
川
の
光
り
合
ふ

大
川

!
子

飛
び
立
ち
し
鳥
の
羽
音
や
犬
ふ
ぐ
り

及
川

春
子

川
口
城
司
推
薦

か

い

ゆ

つ
ゆ

快
癒
な
き
ま
ま
の
余
生
や
石
の
露

山
口

静
堂

磯
千
鳥
波
に
追
は
れ
て
群
れ
つ
く
る

高
野

操

大
寒
の
暖
を
断
ち
た
る
読
経
か
な

佐
藤

晃
子

川

柳

!
梨
果
宝
推
薦

少
子
化
に
い
じ
め
自
殺
が
国
の
危
機

佐
久
間
美
智
子

病
原
の
菌
と
薬
の
知
恵
比
べ

鈴
木
ツ
ネ
子

子
の
顔
を
忘
れ
た
母
を
介
護
す
る

林

サ
ダ
子

人
殺
し
し
て
も
平
気
な
現
代
っ
子

森
川

も
と

勝
ち
取
っ
た
椅
子
が
怨
嗟
の
針
莚

矢
部

寿
男

親
戚
が
急
に
増
え
ま
す
選
挙
戦

伊
藤
さ
つ
き

家
の
中
滅
茶
苦
茶
に
し
て
外
美
人

常
世
田
や
す
子

大
臣
は
滅
茶
苦
茶
高
い
水
を
飲
む

久
米
た
か
し

川
口
城
司
推
薦

百
歳
の
蔭
に
家
族
の
介
護
あ
り

伊
橋

玉
峰

誕
生
日
届
く
好
物
ち
ら
し
寿
司

加
瀬
き
よ
子

２１
日

福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会

２２
日

障
害
者
計
画
等
策
定
協
議
会

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

２３
日

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団

議
会

２４
日

公
民
館
ま
つ
り
開
会
式

農
業
振
興
会
農
業
講
演
会

２６
日

消
防
組
合
議
会

２
〜
１６
日

市
議
会
３
月
定
例
会

８
日

消
防
指
令
車
貸
与
式

１８
日

銚
子
連
絡
道
路
都
市
計
画
説

明
会

行
事
メ
モ
（
２
／
２１
〜
３
／
２０
）

市長日誌

１６広報そうさＨ１９．４．１



◆
７０
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き

の
窓
口
で
の
医
療
費
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

７０
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と

き
、平
成
１９
年
３
月
ま
で
は
、自
己
負

担
分
を
全
額
負
担
し
て
、
あ
と
か
ら

申
請
に
よ
り
限
度
額
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
１９

年
４
月
か
ら
は
、
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

平
成
１４
年
か
ら
す
で
に
、
７０
歳
以

上
の
人
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
７０
歳

未
満
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆「
限
度
額
適
用
認
定
証
」は
市
民
課

・
市
民
室
で
発
行
し
ま
す
。入
院
が
決

ま
っ
た
ら
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
国
保
班
!
７３
・
０
０
８

６
、
市
民
室
!
６７
・
３
１
１
２

今
年
度
の
保
険
料
は
、月
額
１
４
、

１
０
０
円
で
す
。
口
座
振
替
で
１
年

度
分
を
前
納
す
る
と
３
、
５
５
０
円

お
得
で
す
。現
金
で
前
納
す
る
と
３
、

０
０
０
円
お
得
で
す
。

毎
月
納
付
で
も
、口
座
振
替
に
は
、

翌
月
末
払
い
（
割
引
な
し
）
と
当
月

末
払
い（
５０
円
割
引
）が
あ
り
ま
す
。

現
金
納
付
は
、
翌
月
末
日
ま
で
に

銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
、
漁
協
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
納
付
を
ご

希
望
の
方
は
、
ご
利
用
の
金
融
機
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
取
る
年
金
を
増
額
し
た
い
方

は
、
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

を
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取

れ
ま
す
。

学
生
で
所
得
の
な
い
場
合
や
、
少

な
い
場
合
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る

学
生
納
付
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
千
葉
社
会
保
険
事
務
局
佐
原
事
務

所
!
０
４
７
８
・
５５
・
１
６
６
１
、

市
民
課
年
金
班
!
７３
・
０
０
８
６
、

市
民
室
!
６７
・
３
１
１
２

標準小作料、標準農作業賃金・
標準農作業料金が決定しました

７０
歳
未
満
の

高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が

一
部
変
わ
り
ま
す

農業委員会では、匝瑳市標準小作料
および標準農作業賃金・標準農作業料
金を次のとおり決定しました。
これを目安として当事者双方にてよ
く話し合った上、取り決めをしてくだ
さい。

問農業委員会!７３ー００９０

◆標準農作業賃金（手作業）

（実労働時間８時間・男女共）

◆標準農作業料金

納
付
は
口
座
振
替
が
お
得

平
成
１９
年
度

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定

＜標準農作業料金表の見方＞
◎この農作業標準賃金および標準農作業料金は、平成１９年４月１日から適用されます。
○この料金表は、農作業をお願いするときの目安となる標準額を定めています。
農地の状況により、依頼者・受託者双方で十分話し合って決めてください。
○乾燥・調整（籾摺り）・育苗を除く農作業は、オペレーター１人付きの料金です。
補助者を依頼した場合は、別途支払いになります。
○刈り取りのみの場合、籾運搬コンテナなどにより乾燥場まで籾運搬を依託した場合
は、別途支払いとなります。

◆標準小作料額

※
今
月
の
「
は
つ
ら
つ
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

◎この標準小作料は、平成１９年４月１日から適用されます。
○標準小作料は、農地の貸し手・借り手が話し合いによって小作料を定めるときの目
安となるものです。
○農地の状況（ほ場条件・作目・面積の大小など）により、貸主、借主双方が十分話
し合って小作料を決めてください。

金金 額額

８，０００円

８，０００円

７，０００円

基基 準準

１食付

１食付

弁当持参

区区 分分

水田作業

畑作業一般

畑の除草

備備 考考

ドライブハローを使用した仕上

げの料金

苗の運搬費及び苗費は含まない

乾燥場までの籾運搬は含まない

悪条件の場合は加算

散布のみ

金金 額額

５，０００円

５，５００円

３３円

６，０００円

１８，５００円

６１０円

２，４００円

３６，０００円

７００円

１，３００円

単単 位位

１０ａ当り

１０ａ当り

１ｍ当り

１０ａ当り

１０ａ当り

１俵当り

１俵当り

１０ａ当り

１箱当り

１０ａ当り

作作業業種種別別

トラクター

トラクター

トラクター

田植機

コンバイン

調整（籾摺り）

乾燥・調整（籾摺り）

刈り取り・乾燥・調整（籾摺り）

育 苗（植付可能苗）

肥料散布（ブロードキャスター）

水田耕起

水田代かき

畦塗り

植え付け

刈り取り

表表 示示

土地改良事業が完了し、用排水施設（暗きょ排水施

設など）が完備した労働生産性が高い地域

土地改良事業は完了しているが、用排水施設（暗き

ょ排水施設など）の整備が不十分な労働生産性が

低い地域

土地の生産性および労働生産性の最も低い地域

平坦で土地の生産性および労働生産性が高い地域

土地の生産性および労働生産性が低い地域

山間地で土地の生産性および労働生産性が最も低

い地域

標標準準小小作作料料額額（（１１００ａａ当当りり））

２５，０００円（または、玄米１２０㎏）

※玄米は、コシヒカリ１等米

２０，０００円（または、玄米９０㎏）

※玄米は、コシヒカリ１等米

１３，０００円（または、玄米６０㎏）

※玄米は、コシヒカリ１等米

２０，０００円

１７，０００円

１２，０００円

農農地地区区分分

上

中

下

上

中

下

田

畑

１７


